
関節の痛みにさよなら！いつまでも元気に走れる人生を！
～人工関節治療とリハビリテーションのお話～　当院の副院長であり、整形外科部長と

して、足などの関節の手術「人工関節置
換術」を数多く担当してきた遠藤医師
が、実際の治療経験を踏まえて、人工関
節についてわかりやすく解説します。毎
回人気なので、是非ご視聴ください。

Web医学講座
７月31日（土）から公 開

会 場 湘南東部総合病院HP上で視聴
講 

師

湘南東部総合病院
整形外科 部長

遠藤 太刀男 副院長
ホームページ

公開日以降に動画をご覧ください

Web医学講座は、当院のホーム
ページにアップされた動画を
簡単に視聴でき、受講ができます。
お気軽にご視聴ください。

ＱＲコードから
ホームペー

ジ
へ！

無料公開無料公開

お問合せ
湘南東部総合病院（地域連携室直通）
☎0467-８9-3633
茅ヶ崎市西久保500

視聴方法はホームページをご確認ください

「オンライン医学講座」では、
ご自宅にてインターネットの動画で
無料視聴が可能です。
　　　　　 詳しくは、
　　　　　 QRコード
　　　　　 から当院
　　　　　 ＨＰをご覧ください。

ホームページ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾1833

お問合せ

　認知症の進行は、発症前から始まって
いることをご存知ですか。何気なく行なって
いる習慣が、実は認知症を引き起こす行動
かもしれないのです！今回の講座では、日常
で無理なくできる認知症予防のポイントを
お伝えします。是非、ご視聴ください。

運動をして認知症を予防しよう～活動的な生活習慣をめざして～

オンライン医学講座 参加無料参加無料

７月27日（火）14：00~15：00
インターネット配信により各ご自宅で

日 時

会 場

講 

師

湘南さくら病院
リハビリテーション科
大累 秀剛 
　　　　　作業療法士

主な内服抗てんかん薬（小児）

※一般名を表示
（カッコ内は通称等）

フェニトイン〈アレビアチン，ヒダントール〉
フェノバルビタール〈フェノバール，ワコビタール〉
カルバマゼピン〈テグレトール，レキシン〉｠
バルプロ酸ナトリウム〈デパケン，セレニカR〉｠
ゾニサミド〈エクセグラン，エクセミド〉 
クロナゼパム〈リボトリール，ランドセン〉
クロバザム〈マイスタン〉
ガバペンチン〈ガバペン〉
トピラマート〈トピナ〉
ラモトリギン〈ラミクタール〉
レベチラセタム〈イーケプラ〉
スティリペントール〈ディアコミット〉
ルフィナミド〈イノベロン〉
ペランパネル〈フィコンパ 〉
ラコサミド〈ビムパット〉
ビガバトリン〈サブリル〉

　

安
全
で
効
果
的
な
て
ん
か
ん
治

療
を
続
け
る
た
め
に
は
、
患
者
さ

ま
ご
自
身
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族

の
協
力
が
必
要
で
す
。
私
は
担
当

医
師
と
し
て
、
ご
自
身
や
ご
家
族

の
て
ん
か
ん
治
療
に
つ
い
て
、
よ

く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
納
得
さ

れ
た
上
で
、
治
療
を
す
す
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

て
ん
か
ん
の
治
療
で
は
、
疑
問

や
不
安
を
減
ら
し
、
数
年
間
の
治

療
を
完
遂
す
る
た
め
に
、
主
治
医

に
た
く
さ
ん
の
質
問
を
し
て
く
だ

さ
い
。
主
治
医
か
ら
の
答
え
に

よ
っ
て
、患
者
さ
ま
や
ご
両
親
が
、

主
体
的
に
治
療
を
開
始
、
ま
た
は

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

小
児
の
て
ん
か
ん
、
ま
た
は
各

種
の
小
児
疾
患
は
、
湘
南
東
部
総

合
病
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

湘
南
東
部
総
合
病
院

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
１
１

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

な
治
療
法
＝
右
参
照
＝
の
中
で
、

治
療
上
の
侵
襲
性
が
少
な
く
、
Ｔ

Ｄ
Ｍ
に
従
っ
た
合
理
的
な
内
服
治

療
は
、
最
も
信
頼
さ
れ
る
方
法
と

い
え
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、“
副

作
用
が
少
な
く
て
、sim

ple

な

作
用
機
序
を
有
す
る
抗
て
ん
か
ん

薬
”
や
、“
相
互
作
用
の
少
な
い

抗
て
ん
か
ん
薬
”
を
優
先
し
て
内

服
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ

を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
想

的
な
単
剤
治
療
を
実
現
し
、
併
用

療
法
で
あ
っ
て
も
、合
理
的
な（
可

能
な
限
り
種
類
も
内
服
量
も
少
な

い
）
治
療
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

適
正
な
治
療
の
指
標
に
な
る
の

が
、
薬
物
血
中
濃
度
で
す
。
従
っ

て
、
当
院
の
『
て
ん
か
ん
専
門
外

来
』
に
お
い
て
は
、
定
期
的
に
血

中
濃
度
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
に

よ
る
Ｔ
Ｄ
Ｍ
に
基
づ
い
た
治
療

を
、
徹
底
し
て
い
ま
す
。

適
正
な
内
服
治
療
に
よ
っ
て
症
状

の
改
善
が
期
待
さ
れ
、
消
失
も
可

能
で
す
。

　

こ
の
適
正
な
内
服
治
療
の
た
め

に
は
、
各
薬
剤
の
特
徴
（
作
用
機

序
、
相
互
作
用
や
副
作
用
）
を
踏

ま
え
て
、
数
年
間
、
も
し
く
は
そ

れ
以
上
の
内
服
を
続
け
る
努
力
が

必
要
で
す
」

て
ん
か
ん
は
消
失
可
能

 

明
ら
か
な
病
変
が
な
い

    「
特
発
性
て
ん
か
ん
」

 

適
正
な
薬
の
選
択
と

　

治
療
内
容
の
理
解
を

　
（
続
く
）「『
て
ん
か
ん
』
と
は
、

突
然
起
こ
り
、
繰
り
返
さ
れ
る
け

い
れ
ん
（
症
状
）
が
起
こ
り
や
す

い
珍
し
く
な
い
病
気
で
す
。
小
児

人
口
の
お
よ
そ
１
％
弱
に
発
症
し

ま
す
。治
ら
な
い
病
気
で
は
な
く
、

抗
て
ん
か
ん
薬
＝
左
表
参
照
＝
の

実
践
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
有
効
性
が
確
実
で
、
副
作
用

が
少
な
い
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
ご
本
人
や
ご
両
親
と
一
緒

に
、
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
児
科
で
す
の
で
、
受
診
対
象

は
16
歳
未
満
の
方
に
な
り
ま
す
。

予
約
制
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

て
ん
か
ん
に
関
し
て
、
ご
質
問
や

治
療
上
の
ご
不
安
等
が
あ
れ
ば
、

予
約
の
上
で
ご
受
診
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
」

　

こ
の
専
門
外
来
で
は
、
定
期
的

な
脳
波
検
査
と
血
液
尿
検
査
を
行

な
い
、
薬
物
血
中
濃
度
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
）
に
基
づ
い
た

『
抗
て
ん
か
ん
薬
内
服
治
療
』
を

　
（
岩
﨑
俊
之
医
師
）「
湘
南
東
部

総
合
病
院
の
小
児
科
に
お
い
て
、

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
の
各
午
後

に
、『
て
ん
か
ん
専
門
外
来
』
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
に
あ
る
「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」（
茅
ケ
崎
駅
や
寒
川
駅
、
茅
ヶ

崎
市
内
各
所
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り
）
で
は
、こ
の
春
、小
児
科
に
「
て
ん
か
ん
専

門
外
来
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
診
療
日
は
、
火
曜
日
午
後
と
金
曜
日
午
後
で
、
担
当

医
は
小
児
科
部
長
の
岩
﨑
俊
之
医
師
ほ
か
で
す
。
岩
﨑
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

今
ま
で
診
断
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

て
ん
か
ん
の
素
因
を
も
つ
小
児
を

表
面
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
て
ん
か
ん
は
突
然
、
発
症
す

る
の
で
、
気
に
な
る
様
子
や
心
配

事
は
、
早
め
に
専
門
の
医
師
に
相

談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

て
い
る
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
が

ベ
ス
ト
で
す
。

　

長
引
く
外
出
自
粛
に
よ
っ
て
、

室
内
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
長

時
間
の
ゲ
ー
ム
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
興
じ
る
子
ど
も
が
多
い

今
の
時
期
に
、
視
覚
的
刺
激
か
ら

光
過
敏
性
発
作
を
生
じ
る
可
能
性

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
ポ
ケ
モ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
は
、

　

小
児
期
は
、
一
生
の
う
ち
で
最

も
け
い
れ
ん
発
作
を
起
こ
し
や
す

い
時
期
で
あ
り
、
て
ん
か
ん
発
症

率
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
時
期
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
が
、「
正
確
な
診

断
」で
す
。
て
ん
か
ん
の
診
断
は
、

患
者
や
家
族
の
未
来
や
社
会
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、

「
小
児
て
ん
か
ん
」
を
専
門
と
し

正
確
な
診
断
は
専
門
医
へ

てんかんの年代別発症率

「AndersonVE,Hauser WA,Rich SS.Adv Neurol 44:59,1986」より
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有
病
率
／
累
積
発
症
率

発
症
率

125

75 1.5

2.5

累積発症率

発症率

有病率

発症率は小児期が高い！

な
発
作
が
く
り
返
し
起
こ
る
疾
患

で
、
手
足
や
顔
の
つ
っ
ぱ
り
、
け

い
れ
ん
、
脱
力
、
視
覚
や
聴
覚
の

異
常
、
意
識
消
失
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。原
因
は
、

脳
に
突
然
、
過
剰
な
電
気
的
信
号

が
生
じ
、
脳
の
機
能
が
乱
れ
、
体

へ
の
適
切
な
指
令
が
で
き
な
い
状

態
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
脳
の
一
時
的
な
異
常
に

よ
っ
て
起
こ
る
て
ん
か
ん
発
作
の

中
で
、
小
児
に
多
い
の
は
、
原
因

と
な
る
明
ら
か
な
病
変
が
み
ら
れ

な
い
「
特
発
性
て
ん
か
ん
」
で
す
。

一
方
、
乳
幼
児
期
に
限
定
し
て
み

る
と
、
出
生
時
の
脳
の
損
傷
や
、

染
色
体
異
常
な
ど
の
原
因
が
特
定

で
き
る
「
症
候
性
て
ん
か
ん
」
が

多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
点
滅
を
断
続
的
に
見
た
こ
と
に

よ
っ
て
、「
光
過
敏
性
発
作
」
を

起
こ
し
、
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害

な
ど
で
、
全
国
で
７
０
０
人
近
く

が
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
放
送
事
故

で
す
。

モ
ン
ス
タ
ー
」
を
視
聴
し
て
い
た

小
児
（
推
定
３
４
５
万
人
）
の
一

部
が
、
映
像
で
流
れ
た
激
し
い
光

　
「
ポ
ケ
モ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
を
覚

え
て
い
ま
す
か
。
１
９
９
７
年
に

放
映
さ
れ
た
ア
ニ
メ
「
ポ
ケ
ッ
ト

一生
で
最
も
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す
い「
小
児
期
」

湘
南
東
部
総
合
病
院

小
児
て
ん
か
ん
の
専
門
外
来〔   
　
　
〕を
開
設
！

小
児
科
部
長
の
岩
﨑
俊
之
医
師
ら
が
担
当

　
（
続
く
）「
そ
し
て
、
小
児
期
発

症
の
て
ん
か
ん
に
対
す
る
具
体
的

湘南東部総合病院

☎0467（83）9111

小児てんかん専門外来
火 PM、金 PMPM、     PM

相
模
線

北口
茅ケ崎駅

1

45
湘南東部
総合病院

P あり

中央公園

新湘南バイパス

ほかの子にはない
副作用が、

なぜうちの子に
あるのでしょうか？

よくある質
問

てんかん診断、年齢・性別や体重が
変わらない2人の患者さまであっても、
薬の種類や１日量が異なる場合は少なくありません。
脳波所見の改善の程度で内服期間も個人差があります。
疑問点や不安要素を減らし、治療を完遂するために、
主治医とよくコミュニケーションをとっていきましょう♪ 

■ 抗てんかん薬内服療法｠ 
■ ビタミンB6大量投与｠ 
■ ACTH筋注療法
■ ステロイド静注療法
■ γ- globulin投与療法
■ ケトン食療法
■ 外科的治療

小児期のてんかん治療
主な

●日本小児科学会
　　　　　　専門医・指導医
● 日本小児神経学会
　　　　　　専門医・指導医
● 日本てんかん学会
　　　　　　専門医・指導医
● インフェクション
　　　コントロールドクター
　　　　　　　　　（ICD）

岩﨑 俊之医師
湘南東部総合病院
         　小児科  部長

火
曜
日
・
午
後

金
曜
日
・
午
後

　

突
然
、
脳
に
過
剰
な
電
気
的
信
号
が
生
じ
、
脳
の
機
能
が
乱
れ
て
、
体
へ
適
切
な

指
令
が
で
き
な
い
状
態
に
な
る
「
て
ん
か
ん
発
作
」。
小
児
期
全
体
を
通
し
て
は
、

明
ら
か
な
原
因
病
変
が
み
ら
れ
な
い
「
特
発
性
て
ん
か
ん
」、
乳
幼
児
期
で
は
、
出

生
時
の
脳
の
損
傷
な
ど
が
影
響
し
た
「
症
候
性
て
ん
か
ん
」
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
症
状
は
、
て
ん
か
ん
発
作

の
一
種
と
さ
れ
ま
す
。「
て
ん
か

ん
」
と
い
う
病
気
は
、
こ
の
よ
う

2021年６月
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初
夏
の
う
ら
ら
か
な
時
間
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　見
学
会・無
料
セ
ミ
ナ
ー・
体
験
入
居
に
ご
参
加
を
！

「施設」ではなく「住まい」を
　　　  　実感する充実の空間

湘南ふれあいの園 ☎０467-86-6534
茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

介護付有料老人ホーム 種別：一般型特定施設入居者生活介護／構造：鉄筋コンクリート造・地下１階地上12階（居室フロアは５階～９階）／居室数：全81室／
居室面積：21㎡～48㎡（居室タイプによる）／入居資格：原則65歳以上の自立・要支援・要介護（一人入居または夫婦入居）／全室共通
施設：IHキッチン・浴室・トイレ・クローゼット・ランドリースペース／協力医療機関：茅ケ崎中央病院・湘南東部総合病院・茅ケ崎新北陵病院

新湘南バイパス
北茅ケ崎駅北茅ケ崎駅

1

茅ケ崎駅

ココ
相模線相模線東海道線

湘南東部
総合病院 中央公園中央公園

市役所市役所

北口北口

文化会館文化会館 駅徒歩4分

お元気な方も、介護が必要な方も、ここからシニアの新生活が始まるー。

階下の連携病院「茅ケ崎中央病院」を
はじめとする医療機関から、２4時間
３６５日にわたるサポート体制を確立

要介護になっても、住み替えることなく入
居当初の部屋で手厚いサービスが受けら
れ、今までの暮らしをそのまま継続が可能

ラウンジで趣味を楽しんだり、施設周囲
には文化会館・公園・映画館が密集して
いるので、是非、セカンドライフの満喫を！

食事付き施設見
学会

７／１（木）～７／
11（日）

１日１組さま限
定

体験入居キャンペ
ーン

７／24（土）～７／
31（土）

１日１組さま限
定・１泊３食付

11,000円！

無料セミナー「失敗しない老人ホームの選び方」７／17（土）14：00～15：45事前予約制10名さま（先着順）

万全な
医療サポート

介護が必要に
なっても安心

プライベートも
楽しめる

介護付有料老人ホーム

1,990万円～　3,420万円～
【
一人
入
居
】【
一人
】

【
夫
婦
】

【
夫
婦
入
居
】

21万5,900円～　  　 34万9,300円～
入居一時金

月額利用料
各利用料に管理費・食費・水光熱費を含む ※要介護認定者の場合、介護保険の１割～３割の別途負担あり

電車の方
JR「茅ケ崎駅」北口から
徒歩４分

お車の方
国道１号「茅ヶ崎駅前」
交差点すぐ
      

交
通
ア
ク
セ
ス

湘南ふれあいの園

ご予約・お問合せは
「湘南ふれあいの園」の
お電話番号におかけください。

個別相談
受付中！

新築施設
オープンから１年未満

　

○
…
「『
重
篤
化
す
る
前
に
防

ぐ
』。こ
れ
が
健
診
医
と
し
て
の

使
命
で
す
」。明
瞭
に
話
す
の
は
、

検
査
内
容
に
関
し
て
も
同
様
で
、

「
上
部
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ
メ

ラ
な
ど
）に
は
、口
か
ら
入
れ
る
方

法
と
、
鼻
か
ら
入
れ
る
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
喉の
ど
の
奥

の
『
咽い

ん
と
う頭

』
を
通
り
ま
す
。
こ
こ

は
舌
根
の
辺
り
で
細
く
、
刺
激
に

敏
感
な
部
分
で
す
。
鼻
か
ら
の
方

が
接
触
の
負
担
が
少
な
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
」
と
、
両
手
を
使
っ
て

体
内
で
の
内
視
鏡
の
通
り
道
を
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

○
…
今
春
、湘
南
健
康
管
理
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、鼻
か
ら
入
れ
る

内
視
鏡
検
査（
経
鼻
内
視
鏡
検

査
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
経

鼻
内
視
鏡
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
、

「
内
視
鏡
で
映
し
出
さ
れ
る
画

像
を
使
っ
て
、受
診
者
さ
ま
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
体
内
の
状
態
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
、受
診
者
さ
ま

も
目
で
確
認
し
や
す
い
の
で
、
健

康
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。ま
た
、鎮
静
剤
が
必
要
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
、短
い
時
間
で
す

む
と
い
う
面
に
お
い
て
も
、『
健

康
診
断
の
検
査
』と
し
て
、
よ
り

適
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」と
、受
け
る
側
の

立
場
に
な
っ
て
、話
が
進
み
ま
す
。

　

○
…
健
診
医
の
や
り
が
い
を
、

「
総
合
的
な
視
点
と
、
広
い
知

識
を
も
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

常
に
勉
強
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
場
で
は
、
受
診
者
さ
ま
の
お

話
に
傾
聴
し
、
わ
か
り
や
す
い

言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
、
さ
ら

に
「
受
診
時
の
利
便
性
や
、
結

果
通
知
後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方

な
ど
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
多
様

性
に
富
ん
だ
健
診
施
設
と
な
る

よ
う
に
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま

す
」
と
続
け
ま
す
。
昨
年
ま
で

約
10
年
間
に
わ
た
っ
て
、
東
京

の
人
間
ド
ッ
ク
施
設
の
院
長
を

務
め
て
き
た
手
腕
に
、
大
き
な

期
待
が
か
か
り
ま
す
。「
地
域
の

人
々
に
信
頼
さ
れ
る
“
町
医
者
”

だ
っ
た
父
が
、『
名
医
た
ら
ず
と

も
良
医
た
れ
』
を
実
践
し
て
い

た
よ
う
に
、
た
と
え
一
期
一
会
で

も
、
健
診
の
良
医
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

 

「
受
診
や
結
果
通
知
に
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
」

　
　  

健
診
医
の
プ
ロ
意
識
は
隅
々
ま
で

岩瀬 博之 医師
 （いわせ ひろゆき）　　　　

湘南健康管理クリニック
日本消化器内視鏡学会
　　　　　  指導医・専門医
日本消化器病学会
　　　　　  指導医・専門医

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、相
談
・
要
望
が
可
能
！

老
健
の
中
に
あ
る「
ケ
ア
マ
ネ
の
事
業
所
」

湘
南
シ
ル
バ
ー
ガ
ー
デ
ン 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
湘
南
シ
ル
バ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
に
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
高
齢
者
が
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
す
る
際
に
、
介
護
相
談
が
で
き
る
の
で
、
利
便
性
の
良
さ
が
評
判
で
す
。

　
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
と

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、

施
設
に
所
属
す
る
介

護
や
医
療
な
ど
に
関

わ
る
幅
広
い
専
門
職

の
ス
タ
ッ
フ
と
、
多

方
面
に
わ
た
っ
て
相

談
し
、
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
内
容
を
丁

寧
に
提
供
し
て
い
く

こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　

同
施
設
に
は
、
日

帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
る
「
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

や
、
短
期
間
の
入
所

が
可
能
な
「
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
」
な
ど
が

あ
る
た
め
、
多
く
の

高
齢
者
が
施
設
に

通
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
、
こ

の
利
用
中
に
そ
の
都
度
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
直
接
、
相
談
が
で
き

る
の
で
、
利
便
性
が
良
い
こ
と
も

評
判
で
す
。

援
専
門
員
）
が
、
常
駐
し
て
い
る

事
業
所
を
示
し
ま
す
。

 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
、
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
人
が

適
切
な
生
活
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
本
人
の
希

望
や
環
境
に
合
わ

せ
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
計
画
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
）
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
相

談
を
受
け
た
り
、

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
連
絡
や

調
整
の
ほ
か
、
介
護
保
険
に
関
す

る
申
請
の
代
行
な
ど
も
行
な
い
ま

す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
よ
り

　

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
高

尾
美
由
貴
さ
ん
は
、「
当
事
業
所

で
は
、『
湘
南
シ
ル
バ
ー
ガ
ー
デ

施
設
利
用
時
に
要
望
を
聞
く
高
尾
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
右
）

同事業所のスタッフ（左・高尾ケアマネジャー）

ン
』
と
い
う
介
護
老
人
保
健
施
設

の
中
に
事
業
所
を
構
え
る
こ
と

で
、
地
域
の
ご
高
齢
の
方
や
、
施

設
利
用
者
さ
ま
、
そ
の
ご
家
族
に

対
し
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
、

そ
し
て
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け

る
機
会
を
も
て
て
お
り
ま
す
。
こ

の
環
境
を
最
大
限
に
活
か
し
、
そ

の
お
方
に
と
っ
て
、
最
適
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
事
業
所
の
利
用
料
は
、
介
護

保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
無

料
で
す
。
何
度
で
も
、
気
兼
ね
な

く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
の
お
困
り
事
や
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
は
、

是
非
、
私
ど
も
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
」
と
、
話
し
て
い
ま
す
。

介護サービスなどの計画書（ケア
プラン）を作成し、介護サービスの
事業者や関係機関との連絡・調整
の取りまとめを行なう「介護支援
専門員」のこと。

ケアマネジャー（ケアマネ）って？
適切な介護のために、ケアマネジャー
が各種の相談にのったり、介護保険
サービスの申請を手伝ったり、介護
サービス計画（ケアプラン）を利用者
本人や家族に代わって専門的な立場
から作成を行なう拠点場所。

居宅介護支援事業所とは？

その人なりの自立した生活が送れるようになることを考えて介護
サービスを組み合わせた計画書なので、無計画では介護の効果が
期待できず、「ケアプラン」に沿った介護サービスが基本になる。

「ケアプラン」って重要？

介護保険に関するご相談は、
何でもお寄せください。
利用は　　　  です。
（ケアプラン作成費は、介護保険で全額負担）

＊居宅介護支援に関するサービス利用料金について、事業者が法律の 
  規定に基づいて、介護保険からサービス利用料金に相当する給付を
  受領する場合（法定代理受領）は、ご利用者の自己負担はありません。

平塚市袖ヶ浜1-12（湘南シルバーガーデン内）電話 ☎0463-23-3663［事業所直通］ 住所

市町村からの
委託の認定調査
市町村からの
委託の認定調査

介護認定申請
の代行

介護認定申請
の代行

ケアプラン
の作成
ケアプラン
の作成

湘南シルバーガーデン 居宅介護支援事業所

無料＊

平塚のリハビリ施設（老健）

    
ケ
ア
マ
ネ
が
臨
機
応
変
に

　
   

対
応
・
多
職
種
と
相
談
も　

　

平
塚
市
袖
ヶ
浜
に
あ
る
介
護
老

人
保
健
施
設
「
湘
南
シ
ル
バ
ー

ガ
ー
デ
ン
」
に
は
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
施
設
利
用
者
の
希

望
に
沿
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢
者
施
設

の
中
に
あ
る
特
徴
を
活
か
し
、
ケ

2



保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻 医療薬学科

薬学部

（2021年４月開設）

〒244-0806  神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

☎045-821-0115 入試事務室

東戸塚キャンパス

湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分

東戸塚

東戸塚キャンパス

石
川
町
駅

元町・中華街駅

港
の
見
え
る
丘

公
園

山手公園

フェリス
女学院
中・高

フェリス
女学院大

首都高 中村川中村川

山手教会

山手西洋館

山手聖公会

横浜外国人墓地

アメリカ山公園

山手迎賓館フランス山

マリンタワー

yamate St.

motomatiSt.

Here!Here! 山手イタリア山
庭園

2022年４月
開設予定

      New Campus       New Campus       �      �2022202220222022横浜山手キャンパス横浜山手キャンパス

看護学科（一部）
         で使用予定

所在地：神奈川県横浜市
            中区山手町27

JR石川町駅から徒歩８分 または
みなとみらい線元町・中華街駅から徒歩12分

OPEN CAMPUSOPEN CAMPUS
二学部［保健医療学部、薬学部］同時開催二学部［保健医療学部、薬学部］同時開催

８月28日土10：00～15：00 
11月20日土14：00～16：00
８月28日土10：00～15：00 
11月20日土14：00～16：00

６月26日土10：00～15：00 
８月６日金10：00～15：00
８月７日土10：00～15：00 

６月26日土10：00～15：00 
８月６日金10：00～15：00
８月７日土10：00～15：00 

～17病院＋51保健福祉施設がサポート～

湘南医療大学 Shonan University of Medical Sciences

６月２６日（土）
10：00～15：00

東戸塚キャンパス

Coming Soon!Coming Soon!オープンキャンパ
ス

日時

会場
薬学部
塩田 清二教授

担当科目
「解剖学」「生理学」ほか
研究分野
解剖学、組織細胞学

「ドライ症候群」（乾燥症）ではPACAPが重要である
ことを私たちは発見しました。この物質は、ドライアイ
や口腔内乾燥症、皮膚乾燥症などの予防や治療に役立つ
可能性があり、これを克服するための創薬を考えています。
国内だけでも数千万人もの患者さまがいる病気の治療
や予防の研究に興味はありませんか？

「ドライ症候群」（乾燥症）ではPACAPが重要である
ことを私たちは発見しました。この物質は、ドライアイ
や口腔内乾燥症、皮膚乾燥症などの予防や治療に役立つ
可能性があり、これを克服するための創薬を考えています。
国内だけでも数千万人もの患者さまがいる病気の治療
や予防の研究に興味はありませんか？

薬学部
東山 公男教授

担当科目
「有機化学」「有機化学実習」ほか
研究分野
医薬品化学、有機合成化学

「がん」の痛み（癌性疼痛）は、耐えがたいほ
どの強いものとして知られ、モルヒネなどの
鎮痛薬が使われますが、時として副作用が問
題となります。そこで当研究室では、モルヒネ
のように強力な鎮痛作用を有しながら、副作
用のない新しい鎮痛薬の開発を目指していま
す。一緒に、新薬の開発を行ないましょう！

「がん」の痛み（癌性疼痛）は、耐えがたいほ
どの強いものとして知られ、モルヒネなどの
鎮痛薬が使われますが、時として副作用が問
題となります。そこで当研究室では、モルヒネ
のように強力な鎮痛作用を有しながら、副作
用のない新しい鎮痛薬の開発を目指していま
す。一緒に、新薬の開発を行ないましょう！

薬学部
栗原 正明教授

担当科目
「創薬化学」「化学系実習」ほか
研究分野
有機化学、有機合成化学、創薬化学、計算機化学

コンピューターを用いて、薬の分子設計（ドラッグ
デザイン）を行ない、合成することで、新しい薬を作
る研究を行なっています。抗腫瘍薬、骨粗鬆症治療
薬などの研究について、薬を“デザインする”分野
を皆さんと共に広げていきたいです。

コンピューターを用いて、薬の分子設計（ドラッグ
デザイン）を行ない、合成することで、新しい薬を作
る研究を行なっています。抗腫瘍薬、骨粗鬆症治療
薬などの研究について、薬を“デザインする”分野
を皆さんと共に広げていきたいです。

ドライ症候群の
予防・治療法の開発

機能形態・
　病理学研究室

副作用のない
新しい鎮痛薬の開発

薬品製造
　　化学研究室

薬の分子設計による
新薬の研究

薬化学研究室

薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）
薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）
薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）
薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）

CH３

OHHO
H

H

H N

H
O

モルヒネ

ドライアイ状態

ノックアウトマ
ウスによる実験

胃部内視鏡検査、内臓脂肪CT検査、肺LAA検査（肺気腫測定）、子宮頸部細胞診、子宮体部細胞診、ＨＰＶ検査、経膣エ
コー、乳房触診、乳房Ｘ線検査、乳房エコー検査、骨密度検査DEXA法、ペプシノーゲン検査、ピロリ菌検査、ＢＮＰ（心機
能検査）、心エコー検査、腹部エコー検査、下腹部エコー検査、胸部ヘリカルＣＴ、喀痰検査、肺機能検査、腫瘍マーカー
６項目、ＰＳＡ検査、抗ｐ５３抗体、頭部ヘリカルＣＴ、頭部MRI+MRA検査、頸部エコー検査、ABI（動脈硬化）検査、甲
状腺血液セット、甲状腺エコー、便潜血１日法・２日法、ＨＣＶ抗体、ＨＢｓ抗原、ＨＩＶ検査、眼底検査（両眼）、眼圧検査

オプション

主なコース

PET-CT検査

人間ドック
（日帰り／宿泊） 脳ドック

婦人科健診

主婦健診

生活習慣病健診

定期健康診断 特殊健康診断
（採用時健診など） 0467-86-6570

ご予約
・

お問合せ

TEL

WEB
8：30～17：00（年末年始・日曜祝日を除く）

www.fureai-g.or.jp/kensin/
茅ヶ崎  健康管理 検索24時間受付可能

湘南健康管理クリニック

館内では手すりも消毒されているがんの発見に特化した「PET–CT」とその画像

PETｰCT検査

※印があるところは「肺がん」の疑い

湘南健康管理クリニックの
PETｰCTで撮影した実際の画像

設
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う
に
話

し
て
い
ま
す
。

　
「
湘
南
健
康
管
理
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
、
受
診
者
さ
ま
が
ま
ず
最
初

に
来
ら
れ
る
受
付
コ
ー
ナ
ー
の
周

り
か
ら
、
受
診
で
使
用
さ
れ
る

ロ
ッ
カ
ー
、
検
査
室
や
診
察
室
の

中
、
施
設
内
の
ド
ア
ノ
ブ
・
手
す

り
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ボ
タ
ン
に
至

る
ま
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒
を

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
受
付
で
は
、

飛
沫
感
染
の
予
防
に
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
施
設
内
の
窓

や
ド
ア
を
開
放
し
て
、
常
時
、
換

気
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、
出
勤
時
に
検

温
と
問
診
を
経
て
か
ら
業
務
に
従

事
し
、
マ
ス
ク
着
用
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
受
付
ス
タ
ッ
フ
・
医
師
・

看
護
師
・
検
査
技
師
は
、
手
袋
・

ゴ
ー
グ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

を
着
け
て
感
染
対
策
を
徹
底
し
て

お
り
ま
す
。
来
館
さ
れ
る
受
診
者

さ
ま
に
も
、
受
け
付
け
時
に
検
温

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご
来
館
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
で
万
全
な
体
制
を
整
え
て
お
り

ま
す
。
是
非
、
こ
れ
を
お
読
み
に

な
っ
た
“
今
”、
健
康
診
断
の
受

診
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
」。

　

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
因
子
に
備
え

る
た
め
に
は
、
疾
患
の
予
防
に
努

め
、
で
き
る
限
り
早
期
に
発
見
し

て
、
早
い
う
ち
に
治
療
を
行
な
う

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
が
ん

や
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
の
発
見

と
そ
の
治
療
の
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受

診
は
必
須
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
と
て
も
重
要
な
こ

と
で
す
。安

全
な
施
設
を
選
ぶ

　

感
染
症
に
対
す
る
安
全
対
策
を

し
っ
か
り
行
な
っ
て
い
る
施
設

で
、
例
年
と
同
じ
よ
う
に
健
康
診

断
を
受
診
す
れ
ば
、
前
回
と
の
変

化
が
認
識
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

健
康
診
断
の
検
査
は
、
が
ん
や
心

疾
患
、
脳
血
管
疾
患
を
は
じ
め
と

し
た
自
覚
症
状
に
乏
し
い
病
気
の

初
期
の
発
見
に
有
用
で
あ
り
、
仮

に
病
気
が
発
症
し
て
い
た
と
し
て

も
、
大
が
が
り
な
治
療
を
必
要
と

す
る
前
に
治
す
こ
と
が
で
き
、
病

院
へ
頻
繁
に
通
わ
な
く
て
す
み
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
安
全
な
施
設

で
健
康
診
断
を
受
診
す
る
こ
と

は
、
大
切
な
の
で
す
。

受
診
者
の
動
線
に
そ
っ
て
消
毒

　

茅
ケ
崎
駅
か
ら
徒
歩
５
分
に
あ

る「
湘
南
健
康
管
理
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

は
、健
康
診
断
の
専
門
施
設
で
す
。

こ
こ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
し
、
徹
底
し
た
安

全
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
施

と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
行
動
す
べ
き
こ
と
は
、

感
染
症
の
対
策
を
し
っ
か
り
行
な

い
な
が
ら
、
健
康
状
態
の
確
認
、

そ
し
て
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
リ
ス
ク
を
軽
減

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重

症
化
リ
ス
ク
因
子
と
し
て
、【
糖

尿
病
】【
高
血
圧
】【
心
血
管
疾
患
】

【
慢
性
腎
臓
病
】【
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）】
な
ど
の
基

礎
疾
患
、【
65
歳
以
上
の
高
齢
者
】、

【
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
30
以
上
）】
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

重
症
化
し
や
す
く
、
注
意
が
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
）
の
収
束
が

み
ら
れ
な
い
中
、
感
染
を
恐
れ
て

健
康
診
断
の
受
診
を
控
え
て
い
る

人
が
多
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、

健
康
診
断
を
受
診
し
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
、
が
ん
や
心
疾
患
、
脳
血

管
疾
患
な
ど
の
命
に
関
わ
る
病
気

の
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
を
、
同
時
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
習
慣
病
や
が
ん
は
、
多
く

が
自
覚
症
状
が
な
く
、
日
常
生
活

の
中
で
自
分
で
病
気
に
気
付
く
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
検
査
数
値
や
画
像
な
ど
に

よ
っ
て
、
体
調
の
異
変
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
健
康
診
断
で
す

が
、
受
診
を
控
え
た
結
果
、
本
来

な
ら
発
見
で
き
た
で
あ
ろ
う
疾
患

を
、
早
期
に
発
見
で
き
ず
、
病
気

が
進
行
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
比
較
的
簡
単
な
治
療

で
完
治
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
疾
患

な
の
に
、発
見
が
遅
れ
た
こ
と
で
、

治
療
の
負
荷
が
増
大
し
た
り
、
治

療
の
選
択
肢
が
減
っ
て
し
ま
う
こ

　

健
康
診
断
の
受
診
控
え
に
よ
っ
て
、
病
気
の
早
期
発
見
が
で
き
な
く
な

り
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
ま
る
事
態
に
対
し
、
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
「
湘
南
健
康
管
理
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３
）

で
は
、
来
館
者
が
安
心
し
て
健
康
診
断
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ

の
感
染
対
策
や
施
設
内
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
新
た
な
問
題

健
康
診
断
の「
受
診
控
え
」は
危
険
！

取
材
協
力
／
湘
南
健
康
管
理
ク
リ
ニ
ッ
ク

特 集
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ふれあい鎌倉ホスピタル
☎0467-23-1111（代表）
鎌倉市御成町9-5

JR・江ノ電 鎌倉駅西口から徒歩３分アクセス

お問合せ
ご予約・

事前予約制（定員２０名さま）で開催
します。会場では、体温計測、手指消毒、
マスクの着用にご協力いただきます。

JR横須賀線JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前市役所前

御成通り御成通り

ふれあい
鎌倉ホスピタル

お電話でご予約を！【７/２金15時まで】

～健康寿命をのばすために～血栓と止血 
　「血栓」についてわかりやすく解説し、
予防と治療の際の副作用（出血）を説明
いたします。健康寿命を延ばす“秘訣”も
お話ししますので、是非、お聞きください。

※感染症の流行状況によって、オンライン講座になる場合が
　あります。最新情報は、当院ホームページでお確かめください。

参加無料参加無料医学講座

ふれあい鎌倉ホスピタル 3階 会議室
７月３日（土）14：00～15：00 講 

師

ふれあい鎌倉ホスピタル
血液内科

小山 高敏 医師

日 時

会 場

お問合せ
茅ケ崎中央病院
☎0467-８６-６５３０（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

ホームページの確認は
便利なＱＲコードで！▶

「オンライン医学講座」は、ご家庭で
インターネット動画にて受講ができます。

受講方法はホームページをご覧ください

事前に当院のＨＰを
ご確認いただき、

ご準備をお願いします。

ホームページ

　がん治療は手術・放射線治療・化学療法
の三本柱であり、この組み合わせが大切で
す。放射線治療で大事な「腫瘍にはしっかり、
まわりにはやさしく」を可能にするロボット誘導
型定位放射線治療器・サイバーナイフ（昨年、当院
に導入）について、基礎から詳しくお話しします。

サイバーナイフ「切らずに治す」ピンポイント放射線治療

受講無料受講無料オンライン医学講座
７月９日（金）1３：00から日 時

会 場

講 

師

茅ケ崎中央病院
脳神経外科
野村 竜太郎 医師インターネット配信により各ご自宅で

Ｏ
脚
が
影
響
す
る
膝
軟
骨
の
摩
耗

「
変
形
性
膝
関
節
症
」は
早
め
の
受
診
を

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

自
宅
の
段
差
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
強
化
も

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

し
た
り
、
自
宅
の
改
修
、
補
助
器

具
の
導
入
な
ど
も
提
案
。さ
ら
に
、

介
護
保
険
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
や
、

各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど

を
含
め
て
、
自
宅
生
活
に
向
け
た

途
切
れ
の
な
い
支
援
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

同
院
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
の
入
院
に
つ
い
て

は
、
同
院
『
医
療
社
会
サ
ー
ビ
ス

部
』に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１
㈹

鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
棟
で
は
、
１
日
最
大
３
時
間

の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
実
施
。「
脳

血
管
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
運

動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
呼

吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な

ど
の
内
容
を
、
理
学
療
法
士
を
は

じ
め
と
す
る
リ
ハ
ビ
リ
に
長
け
た

ス
タ
ッ
フ
が
提
供
し
て
い
ま
す
。

退
院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も

　

ま
た
、
自
宅
復
帰
後
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
退

院
前
か
ら
、
患
者
の
家
屋
を

調
査
し
、
自
宅
内
の
段
差
に

合
わ
せ
て
歩
行
訓
練
を
強
化

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
に

設
置
さ
れ
て
い
る
「
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
で
の
リ

ハ
ビ
リ
で
は
、
命
の
危
険
を
脱
す

る
た
め
の
急
性
期
治
療
を
終
え
た

人
（
患
者
）
が
、
自
宅
や
社
会
に

戻
っ
て
か
ら
の
生
活
を
、
病
気
発

症
前
に
少
し
で
も
近
い
状
態
で
送

れ
る
よ
う
に
、
専
門
的
な
内
容
を

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
で
は
、
急
性
期
の
治
療
を
終
え
た
患

者
が
、
心
身
と
も
に
回
復
し
た
状
態
で
自
宅
に
戻
れ
る
よ

う
に
、専
門
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
変
形
性
膝
関
節
症
」
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
変
形
性
膝
関
節
症
に

対
す
る
治
療
は
、
ス
テ
ー
ジ
に

よ
っ
て
分
か
れ
、
進
行
す
る
に
つ

れ
、
筋
力
訓
練
か
ら
薬
物
療
法
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
や
ス
テ
ロ
イ
ド
の

注
射
治
療
、
さ
ら
に
重
症
化
す
る

と
、
人
工
関
節
や
高
位
脛
骨
骨
切

り
術
な
ど
の
外
科
的
治
療
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

膝
の
痛
み
を
抱
え
た
ら
、
ま
ず

は
医
療
機
関
で
適
切
な
全
身
評
価

を
し
て
も
ら
い
、
膝
周
囲
筋
の
筋

力
低
下
や
歩
容
、
生
活
習
慣
、
筋

肉
の
弾
性
な
ど
を
含
ん
だ
診
察
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
年
齢
と

と
も
に
軟
骨
が
す
り
減
る
と
、
膝

に
痛
み
が
生
じ
て
き
ま
す
。

人
工
関
節
や
骨
切
り
手
術
も

　

加
齢
に
よ
る
軟
骨
の
摩
耗
は
、

加
齢
で
軟
骨
が
す
り
減
る

　

関
節
に
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役

割
を
も
つ
「
関
節
軟
骨
」
が
あ
り

ま
す
。
日
本
人
に
は
Ｏ
脚
の
人
が

多
く
、
内
側
の
軟
骨
が
摩
耗
し
や

　

膝
に
痛
み
を
抱
え
て
い
た
ら
、
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。「
変
形
性
膝
関
節
症
」
だ
っ
た
場
合
、
悪
化

す
る
と
、
大
手
術
や
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手先のリハビリは楽しく提供

状
態
に
合
わ
せ
て
歩
行
訓
練
を
実
施

重度 軽度軽度

ここまで進むと
人工関節の手術
対象になる

骨棘などが
起きている

※実際のレントゲン写真

大
腿
骨

関
節
軟
骨

脛
骨腓

骨

変形性膝関節症

ポ
ッ
キ
リ
折
れ
る
だ
け
が「
骨
折
」で
は
な
い
？！

　
　
「
骨
折
治
療
も
関
節
鏡
で
低
侵
襲
に
、

　
　
　
　
　
　
　

  

よ
り
完
全
に
治
す
！
」

茅
ケ
崎
中
央
病
院 

整
形
外
科
　
東
山
礼
治 
医
師

が
あ
り
ま
す
」

病
院
Ｈ
Ｐ
で
手
技
を
紹
介

　
「
当
院
の
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
に
も
紹
介
し
て

い
る
関
節
鏡
下
靱
帯
再
建
術
の
手

技
が
あ
れ
ば
、
骨
折
の
治
療
と
並

行
し
て
、
靭
帯
の
治
療
も
低
侵
襲

で
行
な
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
靱
帯
の
手

術
を
開
発
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

幅
広
い
不
安
定
性
に
も
対
応
で
き

ま
す
。

　

骨
折
後
の
後
遺
症
が
あ
る
患
者

さ
ま
に
も
、
関
節
鏡
を
用
い
た
低

侵
襲
な
治
療
で
、
後
遺
症
を
治
療

す
る
方
法
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
患
者
さ
ま

は
、
是
非
、
当
院
の
整
形
外
科
を

ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

り
ま
す
。

　

特
に
、
膝
や
足
関
節
の
関
節
を

含
ん
だ
骨
折
に
お
い
て
は
、
私
た

ち
の
得
意
と
す
る
『
関
節
鏡
（
内

視
鏡
）』
を
用
い
る
こ
と
で
、
骨

折
部
の
整
復
の
精
度
を
向
上
さ
せ

た
り
、
遊
離
体
（
関
節
ね
ず
み
）

を
見
つ
け
て
除
去
で
き
た
り
、
軟

骨
損
傷
を
把
握
で
き
た
り
と
、
多

く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
骨
折
に
目
を
奪
わ

れ
て
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
関
節
の

不
安
定
性
、
つ
ま
り
靭
帯
の
評
価

と
治
療
に
お
い
て
、
改
善
の
余
地

　

二
人
体
制
の
時
に
は
対
応
で
き

な
か
っ
た
骨
折
治
療
に
対
し
て

も
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
が
増
え
ま
し
た
」

整
復
精
度
を
向
上
さ
せ
る

　
「
骨
折
は
整
形
外
科
に
と
っ
て

基
本
的
な
分
野
で
、
標
準
的
な
手

技
に
よ
っ
て
大
概
、
満
足
の
い
く

治
療
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
関

節
を
含
ん
だ
骨
折（
関
節
内
骨
折
）

な
ど
、
一
部
の
骨
折
は
、
さ
ら
な

る
治
療
成
績
の
向
上
の
た
め
に
、

改
善
で
き
る
余
地
が
ま
だ
ま
だ
あ

診
療
体
制
の
充
実
化

　
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
整
形
外

科
部
長
を
務
め
て
い
る
東
山
礼
治

で
す
。
２
０
２
１
年
４
月
よ
り
、

北
里
大
学
病
院
の
整
形
外
科
医
局

か
ら
齋
藤
広
樹
医
師
が
加
わ
り
、

整
形
外
科
科
長
の
関
口
裕
之
医
師

と
の
三
人
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
（
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３
☎︎
０
４
６
７
・
８
６
・
６
５

３
０
）
の
整
形
外
科
で
は
、
関
節
鏡
を
使
っ
た
手
術
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
院

の
整
形
外
科
部
長
の
東
山
礼
治
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

に
わ
た
っ
て
始
め
る
こ
と
で
、
発

生
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

3
病
的
骨
折

　

健
康
な
骨
は
、
よ
ほ
ど
の
大
き

な
力
が
か
か
ら
な
い
と
折
れ
ま
せ

ん
が
、
骨
の
う
腫
な
ど
の
良
性
腫

瘍
や
、
悪
性
腫
瘍
・
転
移
が
ん
な

ど
で
は
、
強
度
が
低
下
し
て
い
る

た
め
、
わ
ず
か
な
力
で
骨
折
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
病
的

骨
折
で
あ
り
、
改
善
に
は
、
原
因

と
な
る
疾
患
に
対
す
る
治
療
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

4
脆
弱
性
骨
折

　

高
齢
者
や
骨
粗
鬆
症
患
者
に
多

く
み
ら
れ
る
も
の
で
す
。
骨
が
も

ろ
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
ち
ょ
っ

と
し
た
衝
撃
で
折
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
骨
粗
鬆
症
は
、
骨
の
密
度
が

低
下
し
て
「
鬆す

」
が
入
っ
た
よ
う

に
、
ス
カ
ス
カ
に
な
る
疾
患
で
、

本
人
の
自
覚
が
乏
し
く
、「
自
分

で
は
気
付
か
な
い
間
に
、
骨
折
し

て
い
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

1
通
常
の
骨
折

　

転
倒
や
衝
突
な
ど
に
よ
っ
て
骨

に
大
き
な
衝
撃
が
加
わ
り
、
そ
の

連
続
性
が
断
た
れ
る
こ
と
で
発

生
。
疲
労
骨
折
に
対
し
、「
外
傷

性
骨
折
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

2
疲
労
骨
折

　

同
じ
部
位
に
繰
り
返
し
負
担
が

か
か
る
こ
と
で
、
発
生
す
る
骨
折

で
す
。
金
属
疲
労
を
起
こ
す
よ
う

に
、
負
荷
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ

て
発
生
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手

に
多
く
み
ら
れ
る
ほ
か
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
目
的
や
、
活
動
自
粛
期
間

明
け
な
ど
で
、
急
に
運
動
を
連
日

　

骨
が
折
れ
る
と
痛
い
の
は
、
骨

の
周
り
を
覆
う
骨
膜
に
、“
痛
み

セ
ン
サ
ー
（
受
容
器
）”
が
感
知

す
る
か
ら
で
す
。

　

主
な
骨
折
の
種
類
を
紹
介
し
ま

す
。
た
か
が
骨
折
と
思
わ
ず
、
正

し
い
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
骨
折
」
は
、
骨
が
折
れ
た
状

態
で
あ
り
、
そ
の
名
前
か
ら
「
完

全
に
ポ
ッ
キ
リ
折
れ
た
状
態
」
を

想
像
す
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、

ヒ
ビ
や
、
骨
の
一
部
が
欠
け
た
、

ま
た
は
陥
没
し
た
と
い
う
場
合

も
、
骨
折
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

骨
折
に
は
、
大
き
な
衝
撃
で
骨
が
折
れ
る
も
の
や
、
病
気
に
よ
っ
て
強
度
が
低

下
し
、
わ
ず
か
な
力
で
骨
が
折
れ
て
し
ま
う
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り

と
原
因
を
追
求
し
、
専
門
の
医
師
に
よ
る
適
切
な
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

足首骨折患者の実際の画像

Ｘ
線
撮
影

Ｃ
Ｔ
撮
影

茅ケ崎中央病院
整形外科 部長

東山 礼治 医師

茅ケ崎
  中央病院

茅ヶ崎市茅ヶ崎2‒2‒3
☎０４67（86）6530

茅ケ崎駅北口徒歩５分、
国道１号「茅ヶ崎駅前」の
交差点近く

整形外科ホームページ
スマホで
QRコードを
読込むと、
簡単に表示
　　できます！
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